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        グラムール シリーズ 全面接着剤張り工法         
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グラムール シリーズのグランデ・オーサム・スレート面・磨き面・マット面・フレールは薄型大判タイルです。 

 屋内壁（全シリーズ）・屋内床（6ｍｍのグランデ・スレート面）・屋外壁（6ｍｍのスレート面）に使用可能です。 

 施工の際はこのマニュアルを遵守して正しい施工をしてください。 

  注意事項  ・グラムールシリーズのタイルは裏面の裏打ち補強加工はしておらず、たわみやすく破損しやす

いので取扱いには充分ご注意ください。特に角カケにはご注意ください。 

・リフォームでご使用の際は既存の壁紙（クロス等）を剥がしてから施工を行ってください。 

・磨きシリーズは表面に汚れ防止の保護剤が塗布してあります。乾いた布等で簡単に除去で 

きます。 

・壁（外壁・内壁）への施工高さは13ｍ以下とします。 

・落下防止金具（リベット取付け金具）加工したタイルを現場で保管する場合は平置きにしない 

でください。リベット部分の点荷重でタイルが破損する恐れがあります。 

  適用タイル    屋内壁面用：磨き面 ・ マット面   1200×600×4.8㎜ ・ フレール 1200×600×5・5.5㎜ 

                   スレート面 1200×600×6㎜ ・ グランデ・オーサム 1800×900×6㎜  

                    （いずれも高さ3ｍ以上の場合は落下防止緊結金具併用）別資料の「大型タイル 

                  落下防止緊結金具併用接着剤張り工法」マニュアルを参照ください。 

屋外壁面用：スレート面 1200×600×6㎜ （高さ3ｍ以上の場合は落下防止金具併用） 

別資料の「大型タイル落下防止緊結金具併用接着剤張り工法」マニュアル参照。 

   屋内床面用：スレート面 1200×600×6㎜ ・ グランデ 1800×900×6㎜ 

  適用下地  屋内屋外壁面：コンクリート、モルタル（含水率が 8％未満：表面は金ゴテ仕上げ）、押出し成形 

                    セメント板、ガラス繊維ネット張りセメントモルタル板、窯業系サイディング 

  不陸精度 ±2 ㎜以内 /2ｍ 

屋内壁面：合板（Ⅰ類合板）、ケイ酸カルシウム板（比重1）、石膏ボード、ガラス繊維ネット張りセ 

       メントモルタル板、押出し成形セメント板 

  不陸精度 ±2 ㎜以内 /2ｍ、段差1 ㎜以内 

屋内床面：コンクリート、モルタル（含水率が 8％未満：表面は金ゴテ仕上げ） 

  不陸精度 ±2 ㎜以内 /2ｍ 

  接着剤  屋内外壁面用：ライトエース P    床面用：タイルエース床用 

  硬化促進剤   PM アクセラレータ（10g/袋）    使用目安：接着剤1本（2kg）に対し1袋混合（常温時） 

  目  地  目地幅５㎜以上は空け、伸縮目地は必ず別途設けてください。 

  コ  テ  10㎜クシ目ゴテ、平ゴテ



2 

 

 

   

 ①下地 

確認：屋内屋外壁面のコンクリート・モルタル下地の場合は、含水率8％未満：表面は金ゴテ仕上 

げとします。屋内壁面の乾式ボード下地の場合はボードの継ぎ目段差は1㎜以内とします。 

コンクリート・モルタル下地、ボード下地共に  ±2 ㎜以内 /2ｍ以内に不陸調整できていることが条 

件です。また乾式ボード下地は2枚張りが原則で、ズレ防止のＬ字受け金具・落下防止金具 

は鋼製下地にビス留めしてください。または1㎜厚程度の鉄板をボード間にはさみ、ビス 

が抜け落ちない施工をしてください。（合板の場合は除きます） 

※屋外壁面の木造下地の窯業系サイディングへの施工の際は、板間のジョイントテープを跨いで左 

右のサイディングにタイルが付着しない割付けをしてください。 

※コンクリート•モルタル下地で不陸が大きい場合は下地を弾性下地調整塗材タイルアジャストRE 

-561(5 ㎜まで)・RE-532(10 ㎜まで）を用いて不陸調整を行ってください。不陸調整後、養生 

期間をとって施工時までに充分硬化させてください。また、吸水調整剤やシーラーには接着剤が 

着きませんので接着部分には使用しないでください。なお下地の浮きなども事前に確認していた 

だき、汚れ・金属の錆やコンクリートのレイタンスなども取り除いてください。 

※屋内壁面の乾式ボード下地は板間を2㎜程度の隙間を開ける目透かし張りで、さらに板間をジョ 

イントテープで補強してください。またタイルが板間を跨ぐ状態の施工は避けてください。 

屋内屋外壁面共に施工壁面の高さが3ｍ以上ある場合は落下防止金具（ステンレス板・ステンレス 

線をリベット・SUSネットで取付けたタイプ）を

併用して施工してください。別資料「大型タイル

落下防止緊結金具併用接着剤張り工法」マニュ

アルを参照ください。 

 

②タイル施工 

準備：タイル張りの前に下地を最終確認し、仕上げ精度のアップと作業効率アップのため、予めタ 

イル割り通りに隅出しして作業を実施してください。 

接着剤準備：ライトエースP(2kg)1本に硬化促進剤（PMアクセラレータ）(10g)を気温5～10℃の場合は

2袋、11～23℃の場合は1袋、24～30℃の場合は0.5袋の割合で混合撹拌してから必要量をコテ台に

移してください。張付け可能時間は約20分です。（30℃を超える場合は混合しません） 

※気温5℃未満での施工はお止めください。またパック開封後の保存は出来ませんので開封後は 

速やかに使い切ってください。 

接着剤塗布：施工は下段から開始します。10㎜クシ目ゴテを使い接着剤は下地によく付着させるよう

に塗り付け、その後しっかりとクシ目を立ててください。クシ目は空気が抜けやすいようにタイル横幅

で一直線に引くようにしてください。その際に目地部分から接着剤がはみ出てこない様に、タイル周り

となる接着剤は平ゴテ等で均しておいてください。落下防止金

具を併用する場合は、接着剤の塗布は1段毎の範囲とし、その上

段部は緊結用のビス打ち作業がしやすいように、接着剤の塗布

は行わないでください。ビスの打込み→金具緊結後にその部

分の接着剤を塗布する様にしてください。 

施工手順 屋内壁・屋外壁面の場合 
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タイルの張付け：接着剤の塗布後、速やかにタイルを張付けください。 

グラムールグランデは2人掛りでバキュームリフター（吸盤）等を使い作業にあたってください。タイル 

は下段からの施工になります。1段目の最下部にはL字受け金具などを利用して、タイルの自重によ 

るズレ防止を施します。その上段部からは1.5ｍ毎に設置します。準備した金具の受け部分が不足す 

る場合は、下地と金具の間にスペーサー等を挟んで調整してください。 

落下防止金具併用の場合は躯体側に打込んだビスに金具を緊結しながら施工していきます。さら 

に全体的にビブラートをかけて、タイル裏面への接着剤の充填率が60％以上になるように十分に 

密着させてください。最上段の落下防止金具はタイルの裏面内に納まる様にビス留めをしてください。 

 

 ③仕上げ作業 

タイル清掃：タイル表面に接着剤が付着した場合は、接着剤の硬化後にカッター等で削り、残った接着

剤は砂消しゴム等で除去してください。 

目地詰め：接着剤の硬化後（施工翌日以降））目地詰め作業を行ってください。セメント系の目地材 

は低温時（冬場)は硬化が遅くなりますので、硬化状態を確認しながら作業をしてください。 

シーリング工事：必ず伸縮目地を設けてください。目地幅は外壁で5～10㎜、内壁で2～5㎜としま 

す。また壁面や他部材との取り合いも別途シーリング工事を行ってください。 

 

 

 ①下地 

 

 

 

 

 

 ②タイル 

 

確認：施工部位は内装床で下地はコンクリート•モルタル（含水率8％未満：表面は金ゴテ仕上げ） 

±2㎜以内 /2ｍに不陸調整できていることが条件です。 

※コンクリート・モルタル下地で不陸が大きい場合は下地をＪＩＳ Ａ 6916 CM2に適合する既製調 

合モルタルで不陸調整後、養生期間をとって施工時までに充分乾燥させてください。また、吸水調 

整剤やシーラーには接着剤が着きませんので接着部分には使用しないでください。なお下地の浮 

きなども事前に確認していただき、汚れ•金属の錆やコンクリートのレイタンスなども取り除い 

てください。 

施工 

準備：タイル張りの前に下地を最終確認し、仕上げ精度のアップと作業効率アップのため、予めタ 

イル割り通りに墨出し作業を実施してください。 

接着剤準備：タイルエース床用 (1.9kg)1本に硬化促進剤（PMアクセラレータ） (10g)を気温5～10℃

の場合は2袋、11～23℃の場合は1袋、24～30℃の場合は0.5袋の割合で混合攪拌してから 

必要量をコテ台に移してください。張付け可能時間は約20分です。（30℃を超える場合は混合し

ません） 

※気温5℃未満での施工はお止めください。またパック開封後の保存は出来ませんので開封後は 

速やかに使い切ってください。 

施工手順 屋内床面の場合 
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接着剤塗布：10㎜クシ目ゴテを使い接着剤は下地によく付着させるように塗り付けその後しっかり 

とクシ目を立ててください。タイルを密着する際に目地部分から接着剤がはみ出てこない様に、 

タイル周りとなる接着剤は平ゴテ等でならしておいてください。 

 

タイルの張付け：接着剤の塗布後は速やかにタイルを張付けください。大判なので2人掛りでバキュ 

ームリフター（吸盤）等も使い作業にあたってください。タイルクリップフィックスプラスを併用して 

施工すると面精度が上がりきれいに仕上がります。この時タイルを持ち上げるのではなく、仕上げ 

面基準値までモミ込むようにして裏面に空隙が入らない様に注意しながら押さえてつけてください。 

さらに全体的にビブラートをかけて、裏面に空隙ができない様にしっかりと密着させてください。 

 

③仕上げ作業 

タイル清掃：タイル表面に接着剤が付着した場合は、接着剤の硬化後にカッター等で削り、残った接

着剤は砂消しゴム等で除去してください。 

目地詰め：接着剤の硬化後（施工翌日以降）、目地詰め作業を行ってください。セメント系の目地材は低

温時(冬場)の硬化は遅くなりますので、養生期間内は硬化状態を確認しながら作業をすすめてください。

（目地幅は5㎜程度） 
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      必要副資材・工具    
 

 

 

 

 

 

タイルアジャスト RE-532 タイルアジャスト5 RE-561 

硬化促進剤  

PMアクセラレータ 

ライトエースP LAP-1・2・3 タイルエース床用 RE-505 

10ｍｍクシ目ゴテ 

バキュームリフター 

ビブラート工具 

平ゴテ 

タイルクリップ フィックスプラス 


